
 
 

 

 

平成２８年度予算が成立しました！ 
 

先日(３月２９日)に成立した平成２８年度予算に

は公明党の主張が大きく反映されました。予算の概

要についてポイントをご説明します。 
 

(１)待機児童対策など子育てや教育への支援 

(２)認知症対策など医療・介護分野の施策充実 

(３)防災・減災や東日本大震災からの復興加速 

(４)地方創生 
 

子育てでは、保育の受け皿拡大目標を「４０万

人」から「５０万人」に増やし、保育士などの待遇

改善に向けた経費を計上。保育士の負担を軽減する

補助者配置への支援や病児保育事業の拡充などを新

規で盛り込みました。 

子どもの貧困を防ぐ観点から、ひとり親家庭など

への支援も手厚くなります。児童扶養手当の多子加

算を最大で倍増するほか、年収約３６０万円未満の

世帯の保育料負担については、多子世帯では年齢制

限を撤廃し、第１子が何歳であっても第２子は半額、第３子以降は

無償、ひとり親世帯では、第１子が半額、第２子以降が無償となります。 

児童虐待防止に向けた児童相談所の体制強化や社会的養護が必要な子どもたちへ

の支援強化などには、新規事業も含めて１２７１億円を計上。 

介護に関しては、受け皿拡大や認知症対策

に加え、仕事との両立に向けて介護休業の分

割取得を可能にし、介護休業給付率を「育

休」と同じ水準に引上げました(賃金の４

０％→６７％)。 

一方、中小企業・小規模事業者の相談にワ

ンストップ(１カ所)で応じる「よろず支援拠

点」事業に前年度比９億円増の５５億円、非

正規社員の正社員化や待遇改善への取り組みを行う事業主を支援

する「キャリアアップ助成金」に同１８９億円増の４１０億円、地域における結婚

に向けた活動支援に新規で５億円を盛り込みました。 
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再犯防止対策強化の活動について紹介します！ 
 

昨年１１月に発足し、私が事務局長を務めている党再犯防止対策強化プロジェク

トチームでは精力的に活動。視察を含む７回の会合を開催し、議論を深めてきまし

た。その活動の一端を紹介いたします。 

 

茨城就業支援センターを視察 

刑務所を仮出所した人を中心に、円滑な

社会復帰を助け、再犯を防止する役割を担

う「更生保護施設」。その中で農業への就

業支援に力を入れる茨城就業支援センター

を視察しました。 

同施設では更生・就業意欲のある刑務所

仮出所者を全国から受け入れ、近隣の農業

事業者に協力いただき農業訓練に励み、農

業で自立するための知識や技術を身につけます。これまでの入所者１００名のう

ち、８割が就労、かつ４割が農業関係に就労しており、全国的な新たな農業担い手

の不足を考えると驚異的な実績といえます。 

労働者不足解消の手段としても、さらなるマッチングを図るとともに、各省庁が

横断的に関わり継続して支援を進める協議会等の設置も提案したいと思います。 

 

協力雇用主の方よりヒアリング 

協力雇用主とは、犯罪・非行の前歴のた

めに定職に就くことが容易でない刑務所出

所者等を、その事情を理解した上で雇用

し、改善更生に協力する民間の事業主にな

り、全国で約１４，０００の方が協力雇用

主として登録されています。中でも、先駆

的な取り組みをされるお二人にお越しいた

だき、日々の活動について伺うとともに意

見交換いたしました。山口代表も参加されました。 

自信を無くしてはいけないとの思いから「面接に来た方は全員採用する」という

ポリシーで活動される方、また、残念ながら雇用後に罪を犯し刑務所に戻ってしま

った元社員に対しても、根気よく手紙を送り続け、励ましの声を切らさない方

等々、本当に頭の下がる思いがいたしました。 

一方で、国・自治体からの支援体制の不備、脆弱さも浮き彫りになりました。

日々、高い志で奮闘されている皆様の力になれるよう党内で議論を尽くし、出所者

を雇用した後の更生に向けた継続したフォロー等、再犯防止の取り組みを現実的に

進めてまいります。 


